
1報

'亙
轍

広町和昭(1) 

編集役場総務課日発行1 月昭和 54年 9No.50 

庁全ロ
い
よ
本
格
工
事

八
月
二
十
七
日
、
庁
舎
建
設
の
起

工
式
が
中
央
公
民
館
隣
り
の
建
築
現

場
で
、
関
係
者
の
出
席
の
な
か
盛
大

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
こ
の
庁
舎

は
、
鉄
筋
鉄
骨
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

で
、
近
代
的
な
二
階
建
て
庁
舎
と
な

り
ま
す
。
総
延
面
積
二
千
百
三
十
四

平
方
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費
四
億
円
余

り
を
投
じ
、
来
年
六
月
三
十
日
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

町の人口

8月1日現在

4，089人

2， 1 9 3戸

4， 1 5 6人

8， 2 4 5人

男

女

計

世帯数
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て
ほ
し
い
分
別
収
集

水
切
り
・
区
分
け
は
完
全
に

あなたの家庭では分別収集の

yレールを守っていますか……。

1年以上を経過した現在でもま

分
別
が
な
っ
て
い
な
い

空
き
力
ン
・
ピ
ン
類
が
混
入

昨
年
四
月
よ
り
稼
動
し
て
い
る
ゴ

ミ
処
理
場
も
一
年
四
ヶ
月
を
経
過
、

各
町
村
よ
り
運
び
込
ま
れ
る
ゴ
ミ
を

毎
日
フ
ル
回
転
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
運
び
込
ま
れ
る
ゴ

、
と
の
中
に
は
ル

l
ル
違
反
が
後
を
た

た
ず
、
燃
え
る
も
の
の
中
に
空
き
カ

ン
や
ピ
ン
類
が
混
入
し
て
い
た
り
、

水
切
り
の
完
全
に
済
ん
で
い
な
い
残

ば
ん
な
ど
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
多

く
、
処
理
場
の
悩
み
の
種
と
な
っ
て

い
ま
す
。

持
ち
込
ま
れ
る
ゴ
ミ
袋
も
分
別
が

し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
、
手
を
か
け

だまだルールが守られておらず、

考えを捨て分別収集に協力して

運搬業者や処理場の悩みの種と

私ひとりぐらいは……という

なっています。

下さし、。

な
く
て
そ
の
ま
ま
機
械
に
か
け
れ
ま

す
が
、
水
分
を
含
ん
だ
残
ば
ん
や
空

き
カ
ン
・
ビ
ン
類
が
混
入
し
て
い
る

た
め
、
燃
え
に
く
く
焼
却
炉
を
い
た

め
る
ば
か
り
か
無
駄
な
経
費
が
か
か

り
ま
す
。

こ
の
た
め
処
理
場
で
は
、
多
量
に

運
び
込
ま
れ
る
ゴ
ミ
袋
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
職
員
の
人
た
ち
の
手
で
区
分

し
て
処
理
し
て
お
り
、
む
だ
な
労
力

券
費
や
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
ゴ
ミ
の
量
も
増
え
る

一
方
で
す
。
費
用
を
最
少
限
に
食
い

と
め
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
ひ
と
り

ひ
と
り
の
心
が
け
に
か
か
っ
て
い
ま

す。

夜
間
照
明
設
置
費
用
に
匹
敵

グ
四
、
三
四
七
ト
ン
グ
乙
の
数
字

は
昨
年
(
四
月

l
十
二
月
)
処
理
し

た
可
燃
物
・
不
燃
物
の
処
理
量
で
す
。

町
村
別
に
搬
入
状
況
を
見
て
み
る

と
、
竜
王
、
櫛
形
、
田
富
、
昭
和
、
白

根
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
本
町
は
二

ト
ン
積
収
集
車
約
百
七
十
二
台
、
総

量
三
百
四
十
四
ト
ン
で
四
番
目
に
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
処
理
に
昨
年
度
千
四
百
万
円
、

一
世
帯
当
り
六
千
五
百
円
負
担
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
昨
年
よ
り
十
四
、

一一一
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
千
六
百
万
円
を

計
上
し
て
お
り
ま
す
が
、
乙
の
予
算

規
模
は
、
今
年
度
計
画
さ
れ
て
い
る

荷
簡
照
明
設
置
費
用
に
匹
敵
し
ま
す
o

m

ゴ
ミ
処
塑
こ
ま
す
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ム
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工
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問
ゴ
ミ
処
理
方
法
が
改
め
ら
れ
て
早

川
〈
も

一
年
以
上
経
過
し
た
現
在
、
取

ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
に

付
近
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す

町
で
は
ゴ
ミ
の
収
集
を
業
者
に
委

託
し
、
週
二
回
(
可
燃
物
)
月
二
回

(
不
燃
物
)
の
収
集
を
実
施
し
て
い

ま
す
。指

定
場
所
に
当
日
午
前
八
時
三
十

分
ま
で
に
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
も
守
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
が
少
な
く
、
指
定
日
前
か
ら
放
置

さ
れ
て
い
る
た
め
、
野
犬
が
あ
さ
り

散
乱
し
て
い
た
り
、
生
も
の
が
寓
敗

し
悪
臭
を
放
つ
な
ど
、
指
定
場
所
付

近
に
迷
惑
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
は
必
ず
収
集
日
の
当
日
、
指

申
広
場
所
に
出
す
よ
う
気
を
つ
け
ま
し

ょ
P

フ。

扱
い
に
も
よ
う
や
く
な
れ
、
家
庭
内

か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
一
切
を
責
任
も
っ

て
処
理
し
て
お
り
ま
す
。
台
所
か
ら

出
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
ゃ
、
い
ろ
い
ろ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
は
、
自
家
製
の
焼

却
炉
で
毎
日
処
理
し
、
ビ
ー
ル
や
ジ

ュ
ー
ス
の
空
き
ビ
ン
は
、
小
・
中
学

校
で
行
う
廃
品
回
収
ま
で
一
定
の
場

所
に
保
管
し
て
お
き
ま
す
。
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資
源
の
再
利
用
は

o
l
i
l
i
-
-
-
-

ゴ
ミ
減
量
に

役

ゴ
ミ
と
い
え
ば
、
汚
い
も
の
、
臭

い
も
の
ー
な
ど
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

す
ぐ
浮
か
び
ま
す
が
、
全
部
が
全
部

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
の
中

身
を
分
析
し
て
み
ま
す
と
ー
ー
。

一
般
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
約
半

分
は
台
所
な
ど
の
生
ゴ
ミ
で
す
が
、

残
り
の
半
分
は
、
資
源
と
し
て
再
利

用
で
き
る
新
聞
紙
や
古
雑
誌
な
ど
の

紙
類
、
空
き
か
ん
類
、
び
ん
類
な
ど

で
す
。こ

れ
ら
の

h
H

資
源
H
H

は
、
元
は
と

い
え
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。
紙
の

原
料
と
な
る
パ
ル
プ
材
は
全
体
の
六

割
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
に
い
た
っ

て
は
、
九
九
必
を
外
国
か
ら
買
っ
て

ロ
京
村

八
回
村

物

町村別搬入量

(S53.4月-12月〉
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い
る
の
で
す
。

乙
の
よ
う
な
ρ
輸
入
資
源
ρ
を一

回
便
っ
た
き
り
で
捨
て
て
し
ま
う
の

は
、
も
っ
た
い
な
い
話
で
、
ま
さ
に

資
源
の
ム
ダ
遣
い
で
す
。

H
H

ゴ
ミ
の
再
利
用
ρ
は
、
資
源
の

査
幼
活
用
に
な
る
ほ
か
、
ゴ
ミ
の
量

が
減
っ
て
清
掃
・
処
理
費
用
が
少
な

く
て
す
み
、
同
時
に
環
境
の
美
化
に

つ
な
が
る
と
い
う
ρ

一
石
三
鳥
ρ
の

効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

捨
て
る
前
に
は
、
も
う
一
度
見
直

し
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

げ
ゴ
ミ
戦
争
N

防
ぐ
は
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(
み
な
さ
ん
の
心
が
け

き
れ
い
な
住
み
よ
い
町
は
、
み
ん

な
の
願
い
で
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
川
へ
ゴ
ミ
の
投
げ
捨
て
、
人
目

の
つ
き
に
く
い
あ
き
地
な
ど
、
古
タ

イ
ヤ
や
電
気
製
品
・
建
築
廃
材
な
ど

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
不
法
投
棄
の
悪
質
な
も

の
に
フ
い
て
は
、
警
察
と
協
力
し
徹

底
的
に
処
分
し
て
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
減
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

私
た
ち
が
捨
て
る
ゴ
ミ
は
、
美
し

い
自
然
環
境
を
汚
染
し
て
い
ま
す
。

自
分
の
家
が
き
れ
い
に
な
れ
ば
入
の

乙
と
は
か
ま
わ
な
い
、
日
本
人
の
も

っ
と
も
欠
け
て
い
る
点
で
す
。
ひ
と

り
ひ
と
り
の
心
が
け
で
き
れ
い
に
し

ま
し
ょ
う
。
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出
し
て
お
り
ま
す
。
収
集
日
は
、
可

燃
物
が
毎
週
月
、
木
曜
日
、
不
燃
物

は
月
二
回
で
、
毎
月
広
報
に
も
掲
載

さ
れ
ま
す
の
で
そ
れ
を
守
り
、
区
分

で
わ
か
ら
な
い
時
は
、
町
か
ら
配
布

さ
れ
た
チ
ラ
シ
を
参
考
に
し
て
お
り

ま
す
。
清
潔
で
、
明
る
い
住
み
よ
い

生
活
環
境
を
守
る
の
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
私
達
主
婦
で
あ
り
、
一
人
一

人
が
自
覚
し
努
力
す
る
乙
と
に
よ

っ
て
、
は
じ
め
て
実
現
す
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
る
日
主
人
が
「
お
勝
手
の
ゴ
ミ

は
、
六
十

l
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
が
水

分
だ
そ
う
だ
か
ら
、
出
す
人
が
ち
ょ

っ
と
気
を
つ
け
る
と
い
い
よ
・
:
」
と

言
わ
れ
、
考
え
る
と
た
し
か
に
そ
う

で
す
。
水
分
の
多
い
ゴ
ミ
は
燃
え
に

く
い
の
で
、
燃
料
が
会
穿
に
か
か
る

し
、
収
集
す
る
人
達
も
重
い
袋
は
大

変
だ
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
我
が
家
で
は
、
夜
の
ゴ
ミ

は
翌
朝
に
十
分
水
切
り
し
た
物
を
、

新
聞
紙
な
ど
に
包
み
燃
え
や
す
く
し

て
、
紙
袋
に
入
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。主

婦
の
一
人
ひ
と
り
が
ち
ょ
っ
と

心
が
け
る
乙
と
で
、
ゴ
ミ
の
収
集
処

理
能
率
が
高
め
ら
れ
、
税
金
を
む
だ

に
使
わ
な
い
こ
と
に
役
立
つ
の
だ
と

思
い
ま
す
。
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国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
る

聞
に
か
か
っ
た

病
気
や
ケ
ガ
が

も
と
で
障
害
者

と
な
っ
た
場
合

に
、
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
年
金
を
受
け
る
に
は
、
次

の
よ
う
な
条
件
が
必
要
で
す
。

①
障
害
の
も
と
に
な
っ
た
病
気

や
ケ
ガ
が
治
ら
な
い
場
合
は
、
初

め
て
医
者
の
診
療
を
受
け
た
日
か

ら
一
年
六
か
月
た
っ
た
日
、
そ
の

高
額
療
養
費
支
給
の
軽
減
世
帯
を
対
象

和昭 報

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
、

別
表
の
よ
う
に
保
険
税
軽
減
世
帯
で

あ
っ
て
、
高
額
療
養
費
(
一
つ
の
病

院
で
一
カ
月
三
万
九
千
円
の
自
己
負

担
額
を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た

分
は
全
額
国
保
で
負
担
)
が
支
給
さ

れ
る
見
込
み
が
あ
り
、
そ
の
医
療
費

の
支
払
い
が
困
難
な
者
を
対
象
に
八

月
一
日
か
ら
貸
付
制
度
を
開
始
し
て

お
り
ま
す
。

貸
付
け
事
務
は
昭
和
町
役
場
保
健

課
窓
口
で
行
い
ま
す
。
貸
付
け
希
望

者
は
、
印
鑑
、
国
保
被
保
険
者
証
を

と
持
参
の
う
え
、
貸
付
申
請
書
で
申

請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貸
付
け
は
、
国
保
連
合
会
か
ら
高

額
療
養
費
支
給
見
込
額
の
十
分
の
九

相
当
額
が
、
預
金
口
座
振
込
み
の
方

法
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
申
請

の
際
預
金
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
名

.
口
座
番
号
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

償
還
は
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ

る
と
き
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な

お
く
わ
し
い
こ
と
は
昭
和
町
役
場
保

健
課
へ
と
相
談
く
だ
さ
い
。

広町

間
に
治
っ
た
場
合
は
治
っ
た
日
に
、

そ
の
障
害
の
程
度
が
「
国
民
年
金
法

障
害
等
級
表
(
一
級
ま
た
は
二
級
)

」
に
当
て
は
ま
る
乙
と
。

i F早(

;重言;

(年 j

j金:

②
初
め
て
医
者
に
か
か
っ
た
自
民

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
初
診
E
の
前

日
に
保
険
料
の
納
付
状
況
が
、
次
の

ど
れ
か
に
当
て
は
ま
っ
て
い
る
乙
と

つ
ト
4
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暮
ら
し
の
中
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

上
手
な
使
い
方
、
ェ
、
ネ
ル
ギ
!
節
約

の
具
体
的
実
践
例
生
活
の
中
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
大
切
に
使
う

た
め
の
方
法
な
ど
、
経
済
企
画
庁
で

は
あ
な
た
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

お
お
い
に
応
募
下
さ
い
。

4

医
療
費
支
払
い
に
貸
付
制
度

登
録
者
募
集

善
意
銀
行
開
設
に
と
も
な
い

あ
な
た
の
善
意
を
地
域
に
役
立
た

せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

九
月
一
日
よ
り
善
意
銀
行
を
開
設
致

し
ま
す
。

こ
の
善
意
銀
行
と
は
、
奉
仕
者
を

が
必
要
で
す
。

ア
最
近
の
一
年
間
、
保
険
料
を

す
べ
て
納
め
て
い
る
こ
と
(
他

の
公
的
年
金
の
加
入
期
間
が
含

ま
れ
て
い
て
も
よ
い
)

イ
最
近
の
三
年
間
、
す
べ
て
保
険

料
を
納
め
た
か
、
保
険
料
の
免

除
を
受
け
た
期
間
で
あ
る
と
と

ウ
保
険
料
を
十
五
年
以
上
納
め

て
い
る
こ
と
。

障
害
年
金
の
額
は
、
今
年
七
月
か

ら
、
一
級
五
十
九
万
七
千
五
百
円
、

二
級
で
四
十
七
万
八
千
円
に
な
り
ま

し
た
。

銀
行
に
登
録
し
て
お
い
て
、
要
請
に

求
づ
き
登
録
者
名
簿
か
ら
該
当
者
を

探
し
、
み
な
さ
ん
相
互
の
血
の
か
ょ

っ
た
助
け
合
い
を
推
進
住
み
よ
い
町

づ
く
り
を
め
ざ
す
制
度
で
す
。

登
録
者
名
簿
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、

華
道
、
舞
踊
、
歌
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

大
工
、
左
{
墨
守
の
技
術
経
験
者
を
始

め
、
各
種
施
設
の
勤
労
奉
仕
、
ね
た

き
り
老
人
の
話
し
相
手
を
す
る
奉
仕

員
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
、
電
気
製

口
同
生
活
用
品
の
貸
し
出
し
が
出
来

る
よ
う
計
画
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
善
意
銀
行
を
幅
広
く
す
る

た
め
登
録
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

私
し
に
は
こ
ん
な
技
術
が
:
:
:
。
乙

の
品
物
を
利
用
し
て
ほ
し
い
・
:

奉
仕
活
動
を
し
て
み
た
い
:
:
:
。
な

ど
の
希
望
の
あ
る
方
は
、
中
央
公
民

館
内
!
社
会
福
祉
協
議
会
(
電
話
四

六
九
O
)
ま
で
申
込
み
下
さ
い
。

原
稿

一
、
募
集
す
る
内
容
は
、
暮
ら
し
の

中
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
、
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
程
度
と
す
る
。

一
一
、
原
稿
は
横
書
に
し
、
左
肩
を
必

ず
と
じ
、
未
尾
に
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
、
職
業
、
年
令
を
明
記

し
て
下
さ
い
。

提
出
期
限

昭
和
五
十
四
年
十
月
一
日
(
当
日

消
印
が
あ
る
も
の
は
有
効
)

提
出
(
問
合
せ
)
先

山
梨
県
民
生
活
局
県
民
生
活
課
|

甲
府
市
丸
の
内
一

l
六
!
一
電

話
甲
府
加
一
一
一
一
内
線
三
六
九
番

ぷ
察
饗
食
会
さ
ぶ
宮
、

山
梨
県
警
察
本
部
で
は
、
来
年
四

月
採
用
す
る
警
察
官
(
約
五
十
名
)

を
墓
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格
は
、
昭
和
二
十
七
年
四

月
二
日
か
ら
三
十
七
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
男
子
に
限
り
ま
す
。

試
験
は
、
九
月
三
十
日
(
日
)
県

立
甲
府
工
業
高
等
学
校
に
お
い
て
行

わ
れ
ま
す
。
申
し
込
み
受
付
は
、
九

月
二
十
二
日
ま
で
に
、
県
警
本
部
警

務
課
か
県
下
各
警
察
署
、
ま
た
は
県

人
事
委
員
会
へ
。
く
わ
し
く
は
、
最

寄
り
の
警
察
署
、
派
出
所
、
駐
在
所

に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。



報

<-c->県職員募集~ 一
部
四
千
万
円
ま
で
税
率
お
パ
ー
セ
ン
ト

長
期
譲
渡
所
得
の
税
金
が
改
正

昭
和
五
十
四
年

一
月
一
日
以
降
の
長
期
譲
渡
所
得
の
税
金
が
部
分
的

に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
従
来
は
、
二
千
万
円
ま
で
の
金
額
に
つ
い
て
二

十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
残
り
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
他
の
所
得
に
合
算
し

て
四
分
の
三
総
合
課
税
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
の
で
あ
ら
ま
し
を
紹
介
し
ま

し
ょ

P

つ。

土
地
お
よ
び
住
宅
対
策

広

一
、
長
期
保
有
土
地
(
昭
和
四
十
四

年
一
月
一
日
以
前
取
得
)
を
譲
渡
し

た
場
合
の
課
税
の
特
例
に
つ
い
て

ω優
良
な
住
宅
地
の
供
給
、
ま
た
は

公
的
な
土
地
取
得
の
促
進
に
資
す
る

土
地
等
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
次
に

よ
り
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

四
千
万
円
ま
で
の
部
分
は
二
十
六
パ

町和昭

山
梨
県
人
事
委
員
会
で

は
、
県
職
員
初
級
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す。V
受
験
資
格

昭
和
三
十
三
年
四
月
二

日
か
ら
三
十
七
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
れ
た
男
女
(

職
種
に
よ
り
規
定
が
あ
り

ま
す
)

V
申
込
み
先

山
梨
県
人
事
委
員
会
事

(5) 

1
セ
ン
ト
、
四
千
万
円
を
超
え
る
部

分
は
二
分
の
一
総
合
課
税
。

ωω
の
課
税
対
象
と
な
る
土
地
の
譲

渡
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
な
り
ま

す。①
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
に
対
す

る
土
地
の
譲
渡
。

@
収
用
交
換
等
に
よ
る
土
地
の
譲
樗

③
白
本
住
宅
公
団
、
地
方
往
宅
供
給

公
社
等
の
行
う
住
宅
建
設
、
ま
た
は

務
局
l
甲
府
市
丸
の
内
一

i
六

!
一

電
話
甲
府
お
七
八
三
五
。

郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
初
級
請
求
」

と
朱
書
し
、
五
十
円
切
手
を
は
っ
た

あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず

同
封
し
て
下
さ
い
。

V
受
付
期
間

昭
和
五
十
四
年
八
月
二
十
七
日
同

か
ら
九
月
十
四
日
倒
ま
で
。
郵
送
の

橿
窓
口
は
、
九
月
十
日
同
ま
で
の
消
印

の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

宅
地
造
成
の
用
に
供
す
る
た
め
の
土

地
の
譲
渡
。

以
上
が
公
的
機
関
へ
の
譲
渡
で
、

④
以
降
が
民
間
ベ
!
ス
で
行
わ
れ
る

宅
地
造
成
で
す
。

④
都
市
計
画
法
の
開
発
許
可
を
受
け

て
行
う
、
面
積
千
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
住
宅
地
造
成
の
用
に
供
す
る
た

め
の
土
地
の
譲
湾

⑤
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
、
法

人
ま
た
は
個
人
が
造
成
す
る
、
面
積

千
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
住
宅
地
造

成
(
優
良
宅
地
の
供
給
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
る
乙
と
に
つ
き
、
都
道
府

県
知
事
の
認
定
を
受
け
た
も
の
に
限

る
)
の
用
に
供
す
る
た
め
の
土
地
譲

樗⑥
都
市
計
画
区
域
内
に
お
い
て
行
う

五
十
戸
以
上
の
一
回
の
住
宅
、
ま
た

は
三
十
戸
以
上
の
中
高
層
の
耐
火
共

同
住
宅
(
優
良
住
宅
の
供
給
に
寄
与

す
る
も
の
で
あ
る
乙
と
に
つ
き
、
都

道
府
県
知
事
ま
た
は
市
町
村
長
の
認

定
を
受
け
た
も
の
に
限
る
)
の
建
設

の
用
に
供
す
る
た
め
の
土
地
等
の
譲

滞
可※

以
上
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
公
共
機
関
の
譲
渡
は
問
題
な

い
で
す
が
、
民
間
へ
の
譲
渡
の
場
合

は
そ
れ
が
優
良
な
宅
地
造
成
の
た
め

の
買
収
で
あ
る
か
、
一
般
の
買
収
で

あ
る
か
確
認
が
必
要
に
な
り
、
譲
渡

す
る
土
地
が
優
良
な
住
宅
地
造
成
で

あ
れ
ば
こ
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
が
び
く
意
識
障
害
者
を
も
っ
家
族

月
額
一
万
五
千
円
を
給
付

不
慮
の
事
故
や
脳
亙
中
に
よ
る
後
え
、
山
梨
県
遷
延
性
意
識
障
害
者
助

遺
症
で
、
意
識
の
回
復
が
な
が
ぴ
く
、
成
事
業
実
施
に
ふ
み
き
り
、
救
済
策

い
わ
ゆ
る
「
植
物
状
態
」
の
患
者
を
を
講
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

抱
え
る
家
族
に
と
っ
て
は
、
い
ろ
い
患
者
家
族
の
経
費
負
担
雇
減
を
図

ろ
困
難
な
問
題
が
発
生
し
て
お
り
ま
る
た
め
、
月
額
一
万
五
千
円
の
範
囲

す

。

内

で

給

付

金

が

給

付

さ

れ

ま

す

。

申

県
は
、
患
者
家
族
の
事
情
を
ふ
ま
請
書
は
役
場
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
該
当
者
は
三
ヶ
月
以
上
種

々
の
治
療
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
の

六
項
目
を
み
た
す
状
態
に
あ
る
者
で

す。ω自
力
で
移
動
が
で
き
な
い
。

ω自
力
で
摂
食
が
で
き
な
い
。

ωふ
ん
尿
失
禁
状
態
に
あ
る
。

ω目
は
物
を
追
う
が
、
認
識
は
で
き

な
い
。

ω簡
単
な
命
令
に
は
応
ず
る
こ
と
も

あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
意
思
の
そ

通
が
で
き
な
い
。

紛
声
は
出
す
が
、
意
味
の
あ
る
発
言

は
で
き
な
い
。
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※
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※
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※
※
※
※
※
※
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お
子
さ
ん
は
す
こ
や
か
に
成
長
さ

れ
て
い
ま
す
か
・
・
・
・
・
・
。

お
子
さ
ん
の
心
や
体
に
、
な
ん
ら

か
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
、
お
悩
み

の
と
家
庭
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

県
で
は
、
こ
う
し
た
お
子
さ
ん
の

悩
み
ご
と
に
つ
い
て
気
軽
に
と
相
談

い
た
だ
く
た
め
、
専
門
医
師
な
ど
に

よ
る
巡
回
塞
円
相
談
を
つ
ぎ
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

相
談
内
容

〈
子
ど
も
〉
手
足
の
不
自
由
、
ち

え
や
体
の
発
育
の
お
く
れ
、
ひ
き
つ

け
な
ど
。

〈
成
人
〉
ち
え
お
く
れ
の
方
、

日
時
l
九
月
十
九
日
午
前
十
時

l

午
後
三
時

場
所
l
昭
和
町
中
央
公
民
館

担
当
者
!
整
形
外
科
医
師
、
神
経
科

医
師
、
そ
の
他
の
専
門
職
員



(6) 

あ
な
た
の
家
庭
で
も
防
災
訓
練
を

報

こ
れ
だ
け
の
備
え
は

ぜ
ひ
必
要

①
室
内
の
有
効
利
用
で
ス
ペ
ー
ス
を

広
く
!
と
ば
か
り
物
を
上
へ
上
へ
と

積
む
の
は
危
険
で
す
。
家
具
や
棚
の

上
に
お
か
れ
た
テ
レ
ビ
や
装
飾
用
の

置
き
物
1

ガ
ラ
ス
器
具
な
ど
重
い
物

や
鋭
利
な
も
の
は
、
せ
め
て
腰
の
位

置
よ
り
低
い
と
乙
ろ
に
置
く
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
家
具
類
の
収
納
物
も
、
重

い
も
の
を
下
に
入
れ
て
重
心
を
下
げ

る
工
夫
が
大
切
で
す
。

②
消
火
器
は
、
ぜ
ひ
と
も
備
え
て
お

き
た
い
も
の
。
ま
た
、
ふ
だ
ん
か
ら

バ
ケ
ツ
に
水
を
く
ん
で
お
い
た
り
、

い
つ
も
風
自
に
水
を
張
っ
て
お
く
と
、

い
ざ
と
い
う
と
き
役
立
ち
ま
す
。

③
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
が

一
時
的
に

県
下
一
斉
に
、
九
月
一
日
午
前
十
時
三
十
分
を
期
し
て
、
大
地

震
発
生
の
想
定
で
、
サ
イ
レ
ン
あ
る
い
は
鐘
を
合
図
に
避
難
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
特
に
、
本
県
の
五
十
六
市
町
村
は
、
東
海
地
震

に
係
る
防
災
対
策
強
化
地
域
と
し
て
、
先
頃
国
よ
り
指
定
を
受
け

ま
し
た
。

わ
た
し
た
ら
は
、
地
震
の
発
生
そ
の
も
の
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
最
少
限
に
く
い
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
乙
の
機

会
に
、
地
震
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
あ
な
た
自
身
の

防
災
対
策
を
ρ
再
点
検
グ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

広町和昭

一，
F

，
〆
〆
〆
t

、、、、
h

・4

せ
よ
止
ま
っ
た
り
、
避
難
場
所
に
よ

っ
て
は
水
、
食
糧
な
ど
の
供
給
が
す

ぐ
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
低
限
の
避
難
生
活
を
送
る
た
め
の

準
備
を
怠
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の

非
常
用
持
ち
出
し
袋
を
作
っ
て
、
必

要
な
も
の
を
入
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
グ
ラ
ッ
と
き
た
と
き
、
家
族
全
員

が
あ
わ
て
ず
行
動
で
き
る
よ
う
、
ふ

だ
ん
か
ら
よ
く
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ

れ
の
行
動
分
担
を
決
め
て
お
き
ま
し

v‘p
円
ノ
。

火
の
始
末
を
す
る
人
、
老
人
、
子

供
を
つ
れ
て
逃
げ
る
人
、
非
常
持
ち

出
し
袋
を
持
つ
人
ー
な
ど
、
月
に

一
度
は
み
ん
な
で
役
割
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

大
規
模
地
震
対
策

特
別
措
置
と
は

町
て
も
大
規
模
防
災
計
画
を
作
成

地
震
に
対
す
る
予
知
技
術
の
向
上

が
進
み
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
程
度

の
大
規
模
地
震
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ

予
知
で
き
ま
す
。

今
回
強
化
地
域
に
指
定
さ
れ
た
山

梨
県
他
玉
県
は
、
東
海
地
震
が
対
象

で
す
。
町
で
も
大
規
模
な
防
災
計
画

を
作
成
中
で
す
が
、
地
震
予
知
情
報

を
防
災
対
策
に
生
か
し
、
地
震
か
ら

わ
た
し
た
ら
の
生
命
を
守
り
、
財
産

の
被
害
を
少
な
く
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。

ま
た
、
避
難
場
所
を
決
め
、
家
族

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
と
き
な
ど
の

連
絡
方
法
も
、
ふ
だ
ん
か
ら
打
ち
合

わ
せ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

安
火
害
時
に
は
、
負
傷
し
た
り
、
や

け
ど
を
負
っ
た
り
、
煙
り
で
目
を
や

ら
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
の

た
め
に
、
次
の
よ
う
な
救
急
医
薬
品

を
用
意
し
て
お
く
と
便
利
で
す
。

キ
ズ
薬
、
消
毒
薬
、
目
薬
、
胃
腸

薬
、
脱
脂
綿
、
ば
ん
そ
う
こ
う
、
包

建
三
角
布
ー
な
ど
。

ま
た
、
応
急
手
当
の
方
法
も
身
に

つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

⑤
予
知
情
報
が
出
た
場
合
、
デ
マ
に

迷
わ
さ
れ
ず
、
役
場
や
消
防
署
、
警

察
署
の
情
報
に
注
意
し
、
避
難
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

長
寿
お
め
で
と
う
ご
、
ざ
い
ま
す

九
月
十
五
日
は
「
敬
老
の
日
」
。

ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
は
「
老

右
福
祉
週
間
」
で
す
。
永
年
に
わ
た

っ
て
社
会
に
つ
く
し
て
き
だ
老
人
を

敬
愛
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ

今
年
米
寿
を
迎
え
た
お
二
人

中川西ノ¥ルさん

-r

「ノ。
町
内
に
在
住
す
る
六
十
五
歳
以
上

の
老
人
は
、
九
月
一
日
現
在
で
六
百

二
十
四
名
に
な
り
ま
す
。
こ
の
う
ち

今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、
河

東
中
島
の
佐
野
豊
次
さ
ん
、
築
地
新

居
の
中
川
西
ハ
ル
さ
ん
の
お
二
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
金
杯
を
送

っ
て
、
お
二
人
の
長
寿
を
お
祝
い
す

る
計
画
で
す
。

一一一一三三一三重三一三三一一三一一一一一一一一一一一三一三=一匡一一

老
人
福
祉
セ
ジ
タ
l
休
館

職
員
研
修
旅
行
の
た
め
、
九
月
八

日
(
土
)
・
九
日
(
日
)
の
二
日
間

に
わ
た
っ
て
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

休
館
致
し
ま
す
。

な
お
、
九
月
十
日
(
月

)
に
は
開

館
致
し
ま
す
の
で
と
利
用
下
さ
い
。

佐野豊次さん

個
人
の
活
躍
が
目
だ
つ

第
三
十
回
中
巨
摩
郡
体
育
祭

第
三
十
回
中
巨
寧
郡
体
育
祭
は
、

七
月
二
十
二
日
玉
穂
村
グ
ラ
ン
ド
を

羊
去
五
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
の
得
点
競
諺
檀
自
に
は
、

体
操
が
新
ら
た
に
加
え
ら
れ
、
二
十

七
種
目
の
競
技
に
わ
た
っ
て
熱
戦
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
も
、
乙
の
う
ち
十
七
種
目

に
参
加
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
が
優
勝
、
初
種
目
の
体

操
も
三
位
入
賞
と
健
闘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陸
上
競
技
部
門
で
も
、
四

十
歳
台
百
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
た
築

地
新
居
の
内
藤
寛
之
さ
ん
、
四
十
歳

台
砲
丸
投
げ
に
出
場
し
た
築
地
新
居

の
田
中
満
さ
ん
が
優
勝
す
る
な
ど
、

個
人
で
の
活
躍
が
目
だ
ち
ま
し
た
。

総
窓
口
成
績
は
、
白
根
、
櫛
形
、
敷

島
、
竜
王
の
順
で
、
本
町
は
七
位
と

い
う
成
績
に
終
わ
り
ま
し
た
。



報

も
と
、
地
蔵
は
二
体
あ
っ
た
も
の

だ
が
、
何
の
囲
も
な
い
道
端
に
あ
っ

た
た
め
と
、
大
き
さ
が
台
石
と
合
わ

せ
て
一
尺
六
寸
(
五
十
セ
ン
チ
)
位

の
小
さ
い
も
の
だ
っ
た
の
で
、
何
者

か
に
一
体
持
ち
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

正
美
氏
が
残
る
一
体
の
盗
難
を
恐
れ

て
、
自
分
の
家
の
前
庭
へ
お
移
し
申

し
上
げ
、
今
は
そ
こ
に
鎮
座
し
て
い

る。
せ
き
地
蔵
と
い
う
か
ら
、
乙
の
お

地
蔵
に
お
参
り
し
て
せ
き
が
直
る
よ

う
祈
願
す
れ
ば
、
霊
験
あ
ら
た
か
で

み
ん
な
治
ゆ
す
る
と
の
深
い
信
仰
を

集
め
て
い
た
。
特
に
百
日
せ
き
(
し

い
れ
せ
き
)
が
直
る
と
い
う
の
で
、

医
者
も
な
い
良
薬
も
な
い
昔
の
庶
民

は
、
百
日
も
か
か
る
難
病
を
持
つ
子

供
の
親
た
ち
は
競
っ
て
、
こ
の
お
地

蔵
様
に
祈
願
し
た
の
で
あ
る
。

百
日
せ
き
な
ど
が
直
る
と
、
一
様

に
赤
飯
を
ふ
か
し
て
小
さ
い
「
さ
ん

グ
せ
き
4

を
直
す
地
蔵
さ
ま

お
お
く
の
人
に
信
仰
さ
れ
る

西
条
二
区

乙
の
せ
き
地
蔵
は
、
西
条
二
区
秋

山
正
美
氏
の
居
宅
裏
、
ぶ
ど
う
畑
の

西
北
隅
二
坪
く
ら
い
の
草
原
に
あ
っ

た
も
の
で
、
義
清
の
墓
の
入
口
で
あ

る。

広町和昭、、，ノ
円

t
J's
、

井

伝

筆

ロ

だ
わ
ら
」
の
上
に
の
せ
て
お
礼
参
り

を
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
「
さ
ん

だ
わ
ら
」
の
上
に
の
せ
て
お
上

e
け
し

た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
思
う
に
、

皿
一
枚
も
お
盆
一
枚
も
尊
か
っ
た
時

代
だ
か
ら
、
農
家
に
わ
ら
は
余
る
桂

あ
る
の
で
「
さ
ん
だ
わ
ら
」
を
作
っ

て
、
そ
れ
に
の
せ
る
と
い
う
生
活
の

知
恵
で
は
な
か
っ
た
か
:
・
。
と
に
か

く
、
昔
は
乙
の
赤
飯
が
毎
日
の
よ
う

に
上
げ
ら
れ
で
あ
っ
た
。
時
に
は
二

つ
も
三
つ
も
上
げ
で
あ
っ
た
乙
と
が

あ
っ
た
。

お
地
蔵
と
い
う
担
蓄
は
、
中
村
元

の
「
仏
教
語
大
辞
典
」
に
よ
れ
ば
、

み
る
〈

「
釈
迦
の
死
後
、
弥
紡
菩
薩
が
成
仏

す
る
ま
で
に
現
れ
て
人
々
を
救
う
菩

興
ま
た
は
そ
の
像
を
い
う
。
左
手

ほ

う

じ

ゅ

し

ゃ

〈

じ

よ

お

に
宝
珠
、
右
手
に
錫
杖
を
持
つ
姿
が

普
通
に
な
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
干
松
院
住
職
須
田
孝
英
師

は
、
八
月
十
四
日
付
の
山
日
「
水
子

の
お
参
り
絶
え
ず
」
の
一
文
の
中
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
お
地
蔵
様
は
地
蔵
一
菩
薩
と
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
の
お
名
前
は
大
地
の

ご
と
く
忍
耐
強
く
寛
容
で
、
静
慮
を

深
く
蔵
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
名
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

の
原
語
で
は
「
ク
シ
イ
テ
イ
ガ
ル
パ
」

と
申
し
ま
す
。
一
切
の
万
物
を
育
成

す
る
力
を
有
す
る
も
の
の
意
味
で
す
。

万
物
を
育
成
す
る
大
い
な
る
慈
悲
心

か
ら
安
産
、
子
育
て
の
仏
さ
ま
と
し

て
、
ま
た
延
命
や
厄
除
け
の
仏
さ
ま

と
し
て
、
乙
の
地
蔵
信
仰
は
平
安
時

代
の
中
期
か
ら
日
本
国
中
に
広
ま
り

つ
づ
け
ま
し
た
。
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。乙

乙
西
条
の
せ
き
地
蔵
は
、
わ
ず

か
一
尺
六
寸
位
の
小
さ
い
も
の
だ
か

ら
、
転
が
し
た
り
起
こ
し
た
り
す
る

こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
転
が
し
た

り
起
こ
し
た
り
す
る
方
が
と
利
益
が

多
い
と
い
う
の
で
、
何
百
何
千
か
の

人
が
そ
う
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
今
は
顔
も
姿
も
磨
滅
し
て
し

ま
っ
て
、
や
っ
と
お
地
蔵
様
だ
と
判

今は訪れる人もなく、安住の地を得td:由蔵さま

る
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
苦
し
い
時
の
神
頼
み
」
と
医
術
も

医
薬
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
昔
、
庶

民
は
こ
の
原
始
素
朴
の
信
仰
に
よ
っ

て
、
お
地
蔵
様
に
悲
願
を
込
め
た
の

で
あ
る
。

こ
の
転
が
し
た
り
起
こ
し
た
り
す

る
と
い
う
、
全
国
に
も
珍
ら
し
い
お

地
蔵
様
の
前
に
立
て
ば
、
転
が
し
た

り
起
こ
し
た
り
し
た
庶
民
の
手
の
あ

と
が
、
お
地
蔵
様
に
し
み
込
ん
で
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
、
庶
民
原
始
信
仰

の
悲
願
の
想
い
が
胸
に
迫
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。

第
一
回
昭
和
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
一
回
昭
和
町
部
落
別
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
選
手
権
大
会
は
、
炎
天
下
の
八

月
十
九
日
、
押
中
グ
ラ
ン
ド
で
十
一

チ
l
ム
が
参
加
し
開
催
さ
れ
・
手
品
し
た
。

決
勝
戦
は
、
築
地
新
居
と
押
越
チ

ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
一
点
差

の
最
終
回
、
築
地
新
居
チ

l
ム
が
同

点
に
追
い
つ
き
延
長
戦
、
劇
的
な
さ

よ
な
ら
勝
ち
で
押
越
チ

l
ム
を
下
し

優
勝
。
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

築

地

新

居

チ

l
ム

準

優

勝

押

越

チ

l
ム

三

位

清

水

新

居

チ

l
ム

町
/
民
/
俳
/
句

お
ね
だ
り
の

耳
打
ち
あ
り
て

ね

む
合
歎
の
花

清

水

年

江

離
乳
の
か
ゅ
のこ

げ
に
お
ふ

内
藤
ふ
く
次

捨
て
ら
れ
し
蚕
も
繭
を
草
の
根
に

井
上
ま
さ
江

万
緑
の
過
疎
地
は
尚
も
淋
し
か
り

上

田

栄

月

夏
服
の
や
や
派
手
を
気
に

許
に
急
ぐ

伊

藤

春

江

孫
の
居
ぬ
展
寝
は
空
し
蝉
の
声

中

沢

静

代

夕
顔
や
今
日
も
無
事
故
の

灯
に
酌
め
る

清

水

博

文

父
の
忌
ゃ
あ
じ
さ
い
の
花
の

大
一
輪

磯

部

信

与

万
緑
の
山
ふ
か
ぶ
か
と
旅
の
宿

長
田
そ
の
子

郭
公
の
忙
し
く
鳴
い
て
雨
上
る

桑

原

丑

寅

パ
ラ
活
け
て
今
も
小
さ
な

夢
が
あ
り

輿
石
さ
れ
伊
代

四
十
路
の
顔
に

化
粧
な
く

河

田

好

子

万
緑
に

夏
や
せ
の
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…・・母子健康手帳交付及び妊婦相談日……

9月 1 日牡)
}午前9時~午後 12時

9月 17日(月)

場 所中央公民館和室

相談内容 母子健康手帳交付、妊婦の保健相談

※ 印鑑をお持ち下さ V¥O (医師の証明書がなくて

も交付致します。)

実施日時

2種混合予防接種〈第 2期〉

9月 19自体)

中央公民館

昭和 50年 5月1日~昭和 50年 12月

3 1日迄の出生児で第 1期を完了している

人。(追加)

母子健康手帳、問診票

午後 1時""""'2時実施日時

場所

該当児

• 携行品

一 一 乳 児

9月 20日休)

9月 21日(封

9月 26日休)

9月 27日(村

中央公民館

昭和 53年 9月 1日~昭和 54年 8月 31 

日迄の出生児。

母子健康手帳

談=ー

時9
“
 

後午時後午

、I
l
l
1
1
F
I
l
l
-
-
J

相康健

実施日時

場所

対象児

φ携行品

• 
=ーツベルクリン反応検査=ー

月 日 受時付間 該 当 児 判 定 所場

9月4日 午後
85@.4.1日---8'53.3.31 

9月6日
(刈 1時

日迄の出生児で昨年B
休) 中

Gを接種したん
央

o 853.4.1---854.3.31 公

9月 11日 午後 日迄の出生児 9月13日 民

(火j 2時
o 852.4.1---853.3.31 休) 館

日迄の出生児で未接

種の人。

@ 

実施日時 9月 18日(刈

場 所 中央公民館

該当児 o昭和 52年 1月 1日~昭和 52年 6月 30日ま

での出生児。

o昭和 51年 1月 1日~昭和 51年12月31日ま

での出生児で未接種の人。

母子健康手帳、問診票

予防接種=ー

午後 1時~午後 2時

種混合=3  

ツベルクリン反応検

査陰性者全員

児当該

B C G接種

母子健 康手帳

9月6日の判定で陰性者Kは問診票をおわたし致

しますので、 13日の BCG接種目にお持ち下さい。

携 行 品

留意事項 携 行 品

検査=ー

実施日時 9月 18日(刈

午前 8時 30分~午前 9時 30分

場 所 中央公民館前

※ 後日回覧によって希望者を募りま

す。

線x ーー一一ー_ EB -一一一同

相 談 日 あ ん な い

心
配
ご
と
相
談
日

九
月
五
日
・
十
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